
●3月30日から健康福祉課の福祉係・子育て支援係・高齢者支援係が、
丸子地域自治センター（旧丸子町役場）の1階北側（旧税務課）へ移
転しました。（保健センター・健康推進係は変わりません）
●高齢者支援係の電話番号が42-0092に変更となりました。

「健康福祉課」事務所移転のお知らせ
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丸子
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6・7ページ… 地域協議会活動状況
　　　　　   依田川リバーフロント市民協働事業の計画づくり
4・5ページ… 丸子地域公有土地建物活用計画
2・3ページ… わがまち魅力アップ応援事業の紹介

地域協議会だより

市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

3/17 わがまち魅力アップ応援事業（丸子地域）実績報告会3/17 わがまち魅力アップ応援事業（丸子地域）実績報告会

上田市内には9つの

地域協議会があります。

真田地域協議会

丸子地域協議会

塩田地域協議会

上田城南地域協議会
上田中央地域協議会

武石地域協議会

上田西部地域協議会

川西地域協議会 神科・豊殿
地域協議会

地域づくり

丸子地域自治センター  地域振興課
〒386-0492  上田市上丸子 1612　電話 42-1011　有線 24510　FAX43-3666
E-mail▶mtiiki@city.ueda.nagano.jp
URL▶http://www.city.ueda.nagano.jp/hp/mk/mtiiki/index.html

 4月 4日 上田城千本桜まつり（4月19日まで）
 4月19日まで すいせん祭り（信州国際音楽村)
 4月26日 鹿教湯文殊堂春祭り
 5月25日まで こだまの森クラフトミュージアム(信州国際音楽村)
  「木の仕事～こどもと一緒に楽しもう～」

丸子地域行事イベント予定（4月～）地域づくりに関する提案をお寄せください。

 2月  6日・20日・3月6日　人権セミナー（丸子文化会館）
 11日 氷灯ろう夢祈願（鹿教湯温泉）・最終日
 13日 依田窪勤労者部落解放学校講座
 14日 花づくり講習会（丸子修学館高校）
 16日 市民税・県民税の申告受付（～3月16日）
 28日 特別展「昭和の子ども」（丸子郷土博物館）（～3月22日）
 3月22日 まちづくり講演会(信州国際音楽村)

丸子地域・できごと短信（2月～3月）

魅力まるこ
信州国際音楽村のすいせん
南斜面に広がるすいせん畑に、10万本のすいせんが見ごろを迎えて
います。毎年恒例のすいせん祭りが4月19日まで開かれています。
入場無料。開園時間／午前10時から午後4時まで

丸
子

平成21年/2009.4.1発行　第７号

1ページ……地域の話題・イベント
2・3ページ…わがまち魅力アップ応援事業の紹介
4・5ページ…丸子地域公有土地建物活用計画
6・7ページ…地域協議会活動状況
8ページ……地域協議会だより

地域自治センターだより
発行●丸子地域自治センター 

印刷●㈲大和印刷

上田市はISO14001を導入し環境配慮活動を推進しています。　家電製品の買い替えは環境にやさしい「省エネ商品」にしましょう。
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丸子地域自治センターだより  第７号平成20年度  丸子地域協議会だより

平成20年度 丸子地域協議会では
次のことが話し合われました。

上田市建築物における
駐車施設の附置等に関
する条例の適用を検討
しています。

この条例は、平成5年に条例制定され、現在上田地域のみを適用とする暫定条例として施行しております。
今後、市全域への適用を検討する為、地域の皆さんのご意見等を建築指導課へお寄せ下さい。
（電話23-5430／メールアドレス sido@city.ueda.nagano.jp）
詳細等は、上田市ホームページ（http://www.city.ueda.nagano.jp/hp/ht/kentiku/index.html）をご覧下さい。

1 2
3 4

話合いの内容

平成20年度丸子地域協議会委員

　

東
内
下
和
子
地
区
に
お
い
て
定
年
を
迎

え
た
60
代
の
元
気
な
中
高
年
が
集
ま
り
平

成
19
年
か
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。
健
康
な

70
〜
80
歳
に
向
か
っ
て
ゆ
っ
く
り
、
ゆ
っ

た
り
心
豊
か
に
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
を
追
求
し

よ
う
と
、
遊
休
荒
廃
地
に
そ
ば
や
菜
の
花

を
栽
培
し
高
齢
者
や
子
供
た
ち
と
収
穫
祭

を
楽
し
ん
だ
り
、
公
共
の
場
や
河
川
の
ゴ

ミ
ゼ
ロ
運
動
を
実
施
し
た
り
、
か
け
が
え

の
な
い
郷
土
の
景
観
を
整
備
し
て
地
域
で

の
花
木
の
植
栽
、
維
持
管
理
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

幼
き
頃
か
ら
自
分
た
ち
を
育
て
て
く
れ

た
里
山
な
ど
、
こ
の
生
活
環
境
を
後
世
へ

継
承
し
て
ゆ
く
地
域
の
活
力
向
上
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

「
わ
が
ま
ち
魅
力
ア
ッ
プ
応
援
事
業
」
が

平
成
20
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
丸
子
地

域
で
は
16
団
体
が
採
択
さ
れ
、
地
域
づ
く

り
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

丸
子
地
域
で
実
施
し
て
い
た
住
民
提
案

型
事
業
補
助
金
の
実
績
も
あ
り
、
丸
子
地

域
の
住
民
は
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
意
識

が
高
く
、
地
域
の
魅
力
を
高
め
る
取
組
み

が
広
く
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

３
月
17
日
に
は
実
績
報
告
会
も
開
催
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
各
団
体
か
ら
の
取
組
み
が

紹
介
さ
れ
、
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
一
部
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

Ｓ
Ｌ
Ｏ
Ｗ‐

Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
ク
ラ
ブ
素
浪
人

　

中
丸
子
上
山
岸
地
区
に
お
い
て
、
箱
畳

池
方
面
へ
通
じ
る
山
道
沿
い
に
桜
を
植
栽

し
よ
う
と
平
成
15
年
頃
か
ら
地
元
有
志
が

集
ま
り
道
路
整
備
や
植
栽
等
を
始
め
、
平

成
20
年
に
会
を
発
足
し
ま
し
た
。

　

こ
の
山
道
は
終
戦
後
の
食
糧
事
情
最

悪
時
代
に
区
民
が
開
墾
畑
や
時
に
は
横
穴

式
の
貯
蔵
庫
を
掘
っ
た
り
し
て
利
用
さ
れ

た
思
い
出
深
い
地
籍
で
す
。
地
域
一
帯
は

〝
箱
山
城
〞
と
し
て
住
民
に
親
し
ま
れ
て

お
り
、
丸
子
地
域
市
街
を
一
望
で
き
る
す

ば
ら
し
い
場
所
で
す
。
多
く
の
松
枯
れ
等

が
あ
り
桜
の
植
栽
の
た
め
に
整
備
す
る
こ

と
は
大
変
苦
労
で
す
が
、
子
ど
も
や
丸
子

修
学
館
高
校
の
生
徒
と
共
に
知
恵
と
力
を

合
わ
せ
て
整
備
し
て
い
ま
す
。

箱
山
城
・
桜
ロ
ー
ド
の
会

　

現
在
子
育
て
中
の
父
親
、
母
親
が
主
体

的
に
情
報
を
発
信
し
、
お
産
や
子
育
て
を

地
域
で
支
え
る
活
動
を
し
た
い
と
、
平
成

20
年
に
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
以
前
か

ら
母
親
仲
間
で
メ
ー
ル
で
の
情
報
交
換
を

し
て
い
ま
し
た
が
、「
お
産
し
ん
ぶ
ん
」
を

発
行
し
、
命
や
食
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
す
る
な
ど
、
地
域
へ
向
け
て
世
代
を

超
え
た
交
流
の
場
を
提
供
し
、
イ
ベ
ン
ト

に
五
百
人
以
上
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
参
加

し
て
い
た
だ
け
た
こ
と
は
大
変
有
意
義
で

し
た
。

 

生
活
環
境
の
変
化
か
ら
子
ど
も
を
産
み
育

て
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
現
代
に

お
い
て
、
お
産
と
子
育
て
に
優
し
い
ま
ち

づ
く
り
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
す
。

お
産
を
考
え
る
会 

は
ぐ 

Ｈ
Ｕ
Ｇ

地域で活躍する
自治会・団体の皆さん

応援事業の取組み

わ が ま ち
魅 力ア ッ プ　主に市長などの求めに応じて、地域の重要事項につい

て審議して市に意見を述べ、協働による地域のまちづく
りについて調査研究をしています。

平成20年度は主に次のことを話し合い等しました。
●依田川リバーフロント市民協働事業について調査研究。
●わがまち魅力アップ応援事業プレゼンテーション選考。
●丸子地域公有土地建物の活用について諮問・答申。
●地域課題についてグループ討議。
●調査研究事項のテーマ設定。

地域全体の発展策・
　　地域予算の使用法

ファーストビルの活用法
・商工会を中心に検討。

カネボウ跡地旧食堂棟等
の整備活用
・専門委員会により検討。

地域協議会の
　　　役割の強化策

地域協議会は･･･

平成21年度は
次の4つのテーマを調査研究事項として

討議していきます。

第１回▶丸子地域協議会運営要綱の確認、正副会長の選出、第
一期の活動経過等説明。

第２回▶信州上田観光ビジョン・平成20年度予算・協議会課
題説明、グループ別討議（全５回開催）。

第３回・第６回▶上田市公共交通活性化プラン説明。
★平成20年度わがまち魅力アップ応援事業プレゼンテーショ
ン選考。15団体が採択。（２ページに掲載）

第４回～第10回▶依田川リバーフロント市民協働事業の協議。
　　　　　　　　（６ページに掲載）
第５回▶下水道料金改定案説明、依田川リバーフロント市民協

働事業専門部会（全４回開催）。
第６回▶わがまち魅力アップ応援事業追加募集分プレゼンテー

ション選考。１団体が採択。（２ページに掲載）
★丸子地域公有土地建物の活用について諮問。
　（20.10/10）わがまち魅力アップ応援事業の現地見学会。
第７回～第９回▶丸子地域公有土地建物の活用について討議。
第８回▶地域協議会のあり方について協議。
★丸子地域公有土地建物の活用について答申。（４ページに掲載）
第９回▶上田市建築物における駐車施設の附置等に関する条

例※・平成21年度予算・地域協議会だよりの発行につ
いて説明。調査研究事項4テーマの設定。

第10回▶現地視察。調査研究事項：カネボウ跡地・旧食堂棟
の整備活用、ファーストビルの活用について討議。

第11回▶平成21年度「わがまち魅力アップ応援事業」プレゼ
ンテーション選考。

●開催日
第１回(20.  4/  7) 第２回(20.  5/23) 第３回(20.  6/13)
第４回(20.  7/18) 第５回(20.  8/20) 第６回(20.  9/12)
第７回(20.10/24) 第８回(20.11/19) 第９回(21.  1/30)
第10回(21.  2/20) 第11回(21.  3/13)

●協議内容はホームページに掲載しています。
　http://www.city.ueda.nagano.jp/hp/ht/jiti/kyogikai/
　marukokyo.html

［会　長］片桐　久　（海　戸）
［副会長］笹井寿美枝（八日町）
［委　員］浅倉　寛義（腰　越）・生田　淳一（西　内）

木下　良子（下長瀬）・倉沢　史子（中丸子）
甲田　孝　（中丸子）・桜井　誠　（辰ノ口）
笹沢　暁　（海　戸）・滝沢　俊之（茂　沢）
滝沢真由美（尾野山）・武井　純雄（沢　田）
竹花　勝美（石　井）・土屋　猶子（海　戸）
成澤　啓輔（中丸子）・成澤みつ子（町　組）
本間　陽子（中丸子）・宮坂　静雄（町　組）
村松　正孝（下長瀬）・柳原　幸生（下和子）

※

（　）は自治会名

カネボウ跡地現場視察
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平成20年度  丸子地域協議会だより丸子地域自治センターだより  第７号

個性あるふるさとづくり事業（自治会対象）

特色あるまちづくり応援事業（団体対象）

依田川リバーフロント
市民協働事業の計画づくり

依田川リバーフロント市民協働事業計画（案）

丸子地域協議会で「わがまち魅力アップ応援事業プレゼンテーション選考会」を行います。

　

西
内
小
学
校
は
開
校
百
三
十
年
を
迎
え

ま
し
た
が
、
少
子
化
の
影
響
は
避
け
ら
れ

ず
数
年
後
に
は
小
学
校
存
続
が
危
ぶ
ま
れ

る
状
況
で
す
。
温
泉
や
福
祉
施
設
、
病
院

等
と
連
携
し
て
定
住
人
口
を
増
や
し
、
連

携
を
深
め
る
中
で
地
域
を
活
性
化
さ
せ
よ

う
と
、
小
学
校
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

〝
西
内
っ
子
〞
を
育
成
す
る
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

西
内
の
良
さ
を
発
信
す
る
べ
く
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
作
成
し
、
金
管
バ
ン
ド
で
定
評

の
あ
る
西
内
小
学
校
卒
業
生
も
交
え
た
地

域
全
体
の
音
楽
ク
ラ
ブ
活
動
や
、
小
学
校

の
窯
を
使
用
し
た
地
域
の
陶
芸
や
木
彫
作

品
の
展
示
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
小
学

校
制
度
に
つ
い
て
も
勉
強
し
て
い
ま
す
。

　

上
長
瀬
、
町
組
、
下
長
瀬
地
区
が
ひ
と

つ
に
な
り
、
今
年
度
か
ら
長
瀬
地
区
自
治

会
連
合
会
を
設
置
し
ま
し
た
。
そ
の
活
動

の
一
つ
と
し
て
、
自
治
会
内
の
行
事
や
祭

事
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
地
域
の
住
民
が

郷
土
の
歴
史
や
歩
み
な
ど
史
跡
を
散
策
し

な
が
ら
親
睦
を
深
め
健
康
づ
く
り
が
で
き

る
６
㎞
、
９
㎞
、
14
㎞
の
史
跡
散
策
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
開
発
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

長
瀬
・
塩
川
地
区
に
は
、
五
穀
山
延
命

寺
、
義
民
碑
等
貴
重
な
史
跡
が
点
在
し
て

お
り
、
郷
土
の
歴
史
や
歩
み
を
わ
か
り
や

す
く
史
料
と
し
て
ま
と
め
、
史
跡
マ
ッ
プ

を
作
成
し
住
民
が
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

長
瀬
地
区
自
治
会
連
合
会

西
内
・
平
井
自
治
会

辰ノ口バイパス花桃街道・道路景観整備。花桃、ドウダンツツジ、ミニサルスベリ等の
植栽と維持管理。

長瀬・塩川地域の史跡を散策するウオーキングコース整備。地域史跡マップの下調査、史跡散
策遊歩道整備、案内看板の設置。

荻窪ふるさと農道桜の会。ふるさと農道に桜の木を植え育て、開花時に花見会等交流。

地域が育てる西内っ子育成支援活動。小学校と地域の活動発表・展示会。

地域を一望できる里山道路を整備し、地域コミュニティの醸成と健康増進、景観形成を図る。

花桃の苗を植え養成と維持管理。現在まで950本植栽完了。

陣場ワイン用ぶどう畑周辺にドウダンツツジを植栽し、景観整備と維持管理。

地域の景観整備と生活環境の継承。花木の植栽育成、ゴミゼロ運動、遊休農地の活用（そば、
菜の花の栽培）、 高齢者・児童との収穫祭。

霊泉寺温泉未来プロジェクト。長野大学による「地産地消と観光」講演会、アジサイ・谷口桃の植栽。

木曽義仲ゆかり史跡整備。案内看板の設置、のぼり旗作成等。

炭焼き技術を伝承し、山林を守り炭の活用。高齢者宅への炭の配布。

箱山城・桜ロード整備。桜の植樹、憩いの場の整備、維持管理。

里山セラピー公園整備。丸子修学館高校と協力し、ベンチ、案内標識、看板、仮設トイレの設置等。

「お産しんぶん」発行、「パパママフェスタinうえだ」を開催。

案山子づくり講習会、かかし祭り、案山子コンテストを開催。

郷蔵や旧家に残る大量な「飯沼古文書群」を後世に伝えてゆくため、古文書の講習会や講演
会、史跡めぐりのイベント等の実施。

腰越花桃の会

陣場地区土地利用研究委員会有志の会

SLOW-LIFEクラブ素浪人

霊泉寺温泉の活性化を考える会

木曽義仲信州丸子会

荻窪炭焼きを楽しむ会

箱山城・桜ロードの会

鹿教湯商工会

お産を考える会 はぐ HUG

丸子地域を活性化する会

上田飯沼史学会

自
治
会
名

団
体
名

事
業
内
容

事
業
内
容

地域予算とは･･･
　上田市地域振興事業基金等次の①②③を地域予算と呼んでいます。
① 丸子地域持寄分基金は･･･
旧丸子町から引き継いだ基金（積立金）のことで、活用方法とし
て、旧市町村の統廃合により、激変緩和措置が必要と認められる事
業、地域独自のイベント事業、地域資源活用事業、地域課題に対応
する事業などを想定しています。

② 新市造成分基金は･･･
新市で新たに積み立てた基金のことで、その運用果実（利息分）を
活用し、「わがまち魅力アップ応援事業」を実施するものです。各
地域・団体からの応募によるまちづくり事業などに対して支援する
もので、地域協議会で対象事業かどうかの審査を行います。

③ 丸子地域生活関連予算は･･･
丸子地域の土木や土地改良などの生活に関連した小規模な事業で、
一般財源で行う市単独事業です。

目　　的●丸子地域の依田川・内村川流域全体への親水ポイント作りを一
つの手段として、自然との共生の地域ネットワークづくりを目指
す。その象徴として依田川・内村川合流域に公園づくりを行う。

内　　容●①各種団体及び地域住民の皆さんで実行組織を立上げ、河川
　整備、環境整備に関する計画づくりを行います。

　　　　　　（実行委員を右のとおり募集します）
　　　　　②川に関する勉強会等を開催します。
　　　　　③川に関するイベントを開催します。
波及効果●地域ぐるみで子育てができる環境を創出していきます。
　　　　　働く世代の健康と癒し空間を創出していきます。
　　　　　高齢者の生きがいを創出していきます。

　丸子地域協議会では、専門部会を設置し、事業計画づくりを行ってき
ました。現在、実行組織の立上げに向けて準備を進めています。

・事業を実施することにより、子ども
　から大人までふれあえる交流の場
　としてほしい。
・多数の住民が参加する体制づくりが鍵である。
・小中学生に地域の活動を伝えていくことを大切にしてほしい。
・他の地域、自治会同士の連携を考えてみたらどうか。
・興味がある人に対してだけの活動にとどまらず、啓蒙的活動
になってほしいと思う。
・長期間の活動を計画し、他の地域にはない個性的な活動をし
てほしい。

資格●川に関心のある方どなたでも。
内容●依田川リバーフロント市民協働事業

の計画づくりと各種事業の開催。
応募●丸子地域自治センター地域振興課
　　　（電話42-1011）へお申込みください。
締切●平成21年4月30日(木)まで。

他の協議会では
こんな意見が
出ています

●上田城南地域協議会
　・上田市城南公民館建替えに係る建
　　設事業の推進
　・上田「道と川の駅」の利活用
●神科・豊殿地域協議会
　・神科・豊殿地区の交通量増加に対
　　する対応
●塩田地域協議会
　・塩田地域自治センター整備計画に
　　対する意見
●真田地域協議会
　・真田地域における図書館施設の整
　　備に関する意見

委員から
出された意見

川に関心のある皆さん
･･･実行委員を募集･･･

わがまち魅力アップ応援事業　　　　　 プレゼンテーション選考会

長瀬地区自治会連合会・丸子
史料研究会

辰ノ口自治会協議会

荻窪自治会

西内・平井自治会

和子自治会

か    か    し
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丸
子
地
域
公
有
土
地
建
物
活
用
計
画

　

平
成
20
年
９
月
12
日
に
丸
子
地
域
協
議
会
へ
諮
問
し
、
第
８
回
か
ら
第
10
回
丸
子
地
域
協
議

会
で
協
議
さ
れ
、
11
月
19
日
市
長
に
答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
答
申
を
受
け
て
決
定
し
た
こ

と
や
市
と
し
て
計
画
し
て
い
る
も
の
を
含
め
、
今
後
の
整
備
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
カ
ネ
ボ
ウ
跡
地

●
丸
子
フ
ァ
ー
ス
ト
ビ
ル

●
丸
子
文
化
セ
ン
タ
ー

丸子ファーストビル

丸子文化センター

　

旧
カ
ネ
ボ
ウ
の
建
物
に
つ
い
て
、
組
合

事
務
所
③
、
食
堂
棟
④
、
需
要
品
倉
庫
⑤

は
取
り
壊
さ
な
い
で
、
当
時
の
景
観
を
維

持
し
な
が
ら
利
用
を
し
て
い
き
ま
す
。
組

合
事
務
所
に
つ
い
て
は
現
在
、
子
育
て
サ

ロ
ン
と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
が
、
引
き

続
き
子
育
て
の
支
援
施
設
と
し
て
活
用
し

て
い
き
ま
す
。
食
堂
棟
に
つ
き
ま
し
て
は

　

現
在
、
市
が
リ
ー
ス
会
社
に
事
業
用
定

期
借
地
権
に
よ
り
賃
貸
し
て
い
る
用
地
⑦

に
つ
い
て
は
、
同
社
の
要
望
に
基
づ
き
売

却
を
進
め
る
と
共
に
新
た
に
商
業
用
地
と

し
て
約
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
未
利
用
地

⑥
の
賃
貸
活
用
を
進
め
ま
す
。

「
げ
ん
き
ま
る
こ
産
業
フ
ェ
ス
タ
」
の
イ

ベ
ン
ト
会
場
等
と
し
て
利
用
し
て
き
て
い

ま
す
が
、
地
域
の
活
性
化
を
進
め
る
た
め

恒
常
的
に
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
整
備
を

進
め
ま
す
。
ま
た
、
需
要
品
倉
庫
に
つ
い

て
は
、
ザ
イ
デ
ン
シ
ュ
ト
ラ
ー
セ
ン
（
喫

茶
＆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）
と
し
て
建
物
の
特
徴

を
活
か
し
て
民
間
の
経
営
に
よ
り
有
効
に

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

丸
子
ベ
ル
パ
ー
ク
の
芝
生
公
園
と
依
田

川
の
水
辺
や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ロ
ー
ド
と
一

体
化
す
る
形
で
水
辺
公
園
②
を
整
備
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
ベ
ル
パ
ー
ク
に
隣
接

す
る
道
路
沿
い
に
彫
刻
を
設
置
す
る
な

ど
、
質
の
高
い
景
観
作
り
を
進
め
ま
す
。

　

合
併
以
前
か
ら
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た

丸
子
地
域
の
新
た
な
図
書
館
に
つ
い
て

は
、
真
田
地
域
の
図
書
館
建
設
が
終
了
次

第
、
建
設
に
向
け
て
着
手
を
し
て
い
き
ま

す
。
図
書
館
用
地
①
は
旧
丸
子
町
の
方
針

に
基
づ
き
中
丸
子
保
育
園
北
側
の
約
五
千

五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

土
地
活
用
の
推
進

水
辺
公
園

丸
子
新
図
書
館

旧
カ
ネ
ボ
ウ
建
物
の
活
用

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
当
初
の
目
的

を
果
た
し
た
こ
と
か
ら
閉
鎖
し
、
３
階
の

勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
も
子
育
て
グ
ル
ー

プ
の
活
用
や
、
高
齢
者
の
交
流
の
場
所
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
更
に

施
設
的
な
利
便
性
を
高
め
、
多
様
な
世
代

の
交
流
ス
ぺ
ー
ス
と
し
て
名
称
等
の
変
更

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

文
化
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和
52
年
に
丸
子

町
公
民
館
跡
地
に
建
設
さ
れ
教
育
委
員
会

事
務
所
と
し
て
使
用
し
、
文
化
会
館
に
移

転
後
は
社
会
福
祉
協
議
会
、
丸
子
町
商
工

会
が
事
務
所
を
兼
ね
管
理
運
営
を
し
て
き

ま
し
た
。
商
工
会
が
フ
ァ
ー
ス
ト
ビ
ル
に

移
転
後
、耐
震
診
断
を
行
い
、建
物
の
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
化
を
し
た
上
で
公
民
館
施
設
と

し
て
活
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

フ
ァ
ー
ス
ト
ビ
ル
は
、
昭
和
58
年
に
旧

丸
子
町
役
場
跡
地
を
活
用
し
、
地
域
の
再

開
発
を
目
的
と
し
た
商
業
ビ
ル
と
し
て
建

設
さ
れ
、
１
・
２
階
は
商
業
テ
ナ
ン
ト
と

し
て
、
３
階
に
は
大
小
の
会
議
室
に
展
示

ス
ペ
ー
ス
を
設
け
て
い
ま
し
た
。
今
回
、

テ
ナ
ン
ト
が
減
少
す
る
中
で
、
中
心
市
街

地
の
活
性
化
の
拠
点
と
す
る
た
め
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
を
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
子

ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
多
く
の
人
々
の

よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
よ
う
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
設
置
や
ト
イ
レ
の
改
修
に
よ
り
建
物
の

※

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
を
進
め
ま
す
。ま
た
、

２
階
に
は
丸
子
町
商
工
会
の
事
務
所
を
移

転
す
る
な
ど
、
商
工
会
や
関
係
団
体
が
商

店
街
活
性
化
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
階
の
情
報
館
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン

カ
ネ
ボ
ウ
跡
地

丸
子
フ
ァ
ー
ス
ト
ビ
ル

丸
子
文
化
セ
ン
タ
ー

（
①
〜
⑦
は
カ
ネ
ボ
ウ
跡
地
・
地
図
の
位
置
を
示
し
て
い
ま
す
）

※建物のユニバーサル化
　すべての人が利用しやすい建物を目指します。

高齢者福祉施設
ベルポートまるこ

中丸子保育園

子
育
て
サ
ロ
ン

WC

図書館用地

駐車場用地

丸子給食センター

利用未定地

ベルパーク

水辺公園用地

商業用
予定地

市有地

民有地

③

④

⑥

⑦

⑤

①

②

フレスポまるこ
一期

三洋精密㈱

ベルプラザ

旧食堂棟

民有地

住
宅
団
地

需要品倉庫
（ザイデン

　　　　シュトラーセン）

カネボウ跡地全体図

丸子地域自治センター
●

●丸子中央小学校

丸子中学校●

●丸子修学館
　高校

依田川橋

丸子橋

腰越橋

■

■

至
鹿
教
湯

至大屋

至
武
石
方
面

依田川

内村川

152

御
岳
堂

中丸子

下丸子

上丸子

腰　越

丸子文化センター

丸子
ファーストビル

カネボウ跡地
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丸
子
地
域
公
有
土
地
建
物
活
用
計
画

　

平
成
20
年
９
月
12
日
に
丸
子
地
域
協
議
会
へ
諮
問
し
、
第
８
回
か
ら
第
10
回
丸
子
地
域
協
議

会
で
協
議
さ
れ
、
11
月
19
日
市
長
に
答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
答
申
を
受
け
て
決
定
し
た
こ

と
や
市
と
し
て
計
画
し
て
い
る
も
の
を
含
め
、
今
後
の
整
備
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
カ
ネ
ボ
ウ
跡
地

●
丸
子
フ
ァ
ー
ス
ト
ビ
ル

●
丸
子
文
化
セ
ン
タ
ー

丸子ファーストビル

丸子文化センター

　

旧
カ
ネ
ボ
ウ
の
建
物
に
つ
い
て
、
組
合

事
務
所
③
、
食
堂
棟
④
、
需
要
品
倉
庫
⑤

は
取
り
壊
さ
な
い
で
、
当
時
の
景
観
を
維

持
し
な
が
ら
利
用
を
し
て
い
き
ま
す
。
組

合
事
務
所
に
つ
い
て
は
現
在
、
子
育
て
サ

ロ
ン
と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
が
、
引
き

続
き
子
育
て
の
支
援
施
設
と
し
て
活
用
し

て
い
き
ま
す
。
食
堂
棟
に
つ
き
ま
し
て
は

　

現
在
、
市
が
リ
ー
ス
会
社
に
事
業
用
定

期
借
地
権
に
よ
り
賃
貸
し
て
い
る
用
地
⑦

に
つ
い
て
は
、
同
社
の
要
望
に
基
づ
き
売

却
を
進
め
る
と
共
に
新
た
に
商
業
用
地
と

し
て
約
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
未
利
用
地

⑥
の
賃
貸
活
用
を
進
め
ま
す
。

「
げ
ん
き
ま
る
こ
産
業
フ
ェ
ス
タ
」
の
イ

ベ
ン
ト
会
場
等
と
し
て
利
用
し
て
き
て
い

ま
す
が
、
地
域
の
活
性
化
を
進
め
る
た
め

恒
常
的
に
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
整
備
を

進
め
ま
す
。
ま
た
、
需
要
品
倉
庫
に
つ
い

て
は
、
ザ
イ
デ
ン
シ
ュ
ト
ラ
ー
セ
ン
（
喫

茶
＆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）
と
し
て
建
物
の
特
徴

を
活
か
し
て
民
間
の
経
営
に
よ
り
有
効
に

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

丸
子
ベ
ル
パ
ー
ク
の
芝
生
公
園
と
依
田

川
の
水
辺
や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ロ
ー
ド
と
一

体
化
す
る
形
で
水
辺
公
園
②
を
整
備
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
ベ
ル
パ
ー
ク
に
隣
接

す
る
道
路
沿
い
に
彫
刻
を
設
置
す
る
な

ど
、
質
の
高
い
景
観
作
り
を
進
め
ま
す
。

　

合
併
以
前
か
ら
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た

丸
子
地
域
の
新
た
な
図
書
館
に
つ
い
て

は
、
真
田
地
域
の
図
書
館
建
設
が
終
了
次

第
、
建
設
に
向
け
て
着
手
を
し
て
い
き
ま

す
。
図
書
館
用
地
①
は
旧
丸
子
町
の
方
針

に
基
づ
き
中
丸
子
保
育
園
北
側
の
約
五
千

五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

土
地
活
用
の
推
進

水
辺
公
園

丸
子
新
図
書
館

旧
カ
ネ
ボ
ウ
建
物
の
活
用

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
当
初
の
目
的

を
果
た
し
た
こ
と
か
ら
閉
鎖
し
、
３
階
の

勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
も
子
育
て
グ
ル
ー

プ
の
活
用
や
、
高
齢
者
の
交
流
の
場
所
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
更
に

施
設
的
な
利
便
性
を
高
め
、
多
様
な
世
代

の
交
流
ス
ぺ
ー
ス
と
し
て
名
称
等
の
変
更

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

文
化
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和
52
年
に
丸
子

町
公
民
館
跡
地
に
建
設
さ
れ
教
育
委
員
会

事
務
所
と
し
て
使
用
し
、
文
化
会
館
に
移

転
後
は
社
会
福
祉
協
議
会
、
丸
子
町
商
工

会
が
事
務
所
を
兼
ね
管
理
運
営
を
し
て
き

ま
し
た
。
商
工
会
が
フ
ァ
ー
ス
ト
ビ
ル
に

移
転
後
、耐
震
診
断
を
行
い
、建
物
の
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
化
を
し
た
上
で
公
民
館
施
設
と

し
て
活
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

フ
ァ
ー
ス
ト
ビ
ル
は
、
昭
和
58
年
に
旧

丸
子
町
役
場
跡
地
を
活
用
し
、
地
域
の
再

開
発
を
目
的
と
し
た
商
業
ビ
ル
と
し
て
建

設
さ
れ
、
１
・
２
階
は
商
業
テ
ナ
ン
ト
と

し
て
、
３
階
に
は
大
小
の
会
議
室
に
展
示

ス
ペ
ー
ス
を
設
け
て
い
ま
し
た
。
今
回
、

テ
ナ
ン
ト
が
減
少
す
る
中
で
、
中
心
市
街

地
の
活
性
化
の
拠
点
と
す
る
た
め
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
を
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
子

ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
多
く
の
人
々
の

よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
よ
う
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
設
置
や
ト
イ
レ
の
改
修
に
よ
り
建
物
の

※

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
を
進
め
ま
す
。ま
た
、

２
階
に
は
丸
子
町
商
工
会
の
事
務
所
を
移

転
す
る
な
ど
、
商
工
会
や
関
係
団
体
が
商

店
街
活
性
化
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
階
の
情
報
館
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン

カ
ネ
ボ
ウ
跡
地

丸
子
フ
ァ
ー
ス
ト
ビ
ル

丸
子
文
化
セ
ン
タ
ー

（
①
〜
⑦
は
カ
ネ
ボ
ウ
跡
地
・
地
図
の
位
置
を
示
し
て
い
ま
す
）

※建物のユニバーサル化
　すべての人が利用しやすい建物を目指します。

高齢者福祉施設
ベルポートまるこ

中丸子保育園

子
育
て
サ
ロ
ン

WC

図書館用地

駐車場用地

丸子給食センター

利用未定地

ベルパーク

水辺公園用地

商業用
予定地

市有地

民有地

③

④

⑥

⑦

⑤

①

②

フレスポまるこ
一期

三洋精密㈱

ベルプラザ

旧食堂棟

民有地

住
宅
団
地

需要品倉庫
（ザイデン

　　　　シュトラーセン）

カネボウ跡地全体図

丸子地域自治センター
●

●丸子中央小学校

丸子中学校●

●丸子修学館
　高校

依田川橋

丸子橋

腰越橋

■

■

至
鹿
教
湯

至大屋

至
武
石
方
面

依田川

内村川

152

御
岳
堂

中丸子

下丸子

上丸子

腰　越

丸子文化センター

丸子
ファーストビル

カネボウ跡地
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平成20年度  丸子地域協議会だより丸子地域自治センターだより  第７号

個性あるふるさとづくり事業（自治会対象）

特色あるまちづくり応援事業（団体対象）

依田川リバーフロント
市民協働事業の計画づくり

依田川リバーフロント市民協働事業計画（案）

丸子地域協議会で「わがまち魅力アップ応援事業プレゼンテーション選考会」を行います。

　

西
内
小
学
校
は
開
校
百
三
十
年
を
迎
え

ま
し
た
が
、
少
子
化
の
影
響
は
避
け
ら
れ

ず
数
年
後
に
は
小
学
校
存
続
が
危
ぶ
ま
れ

る
状
況
で
す
。
温
泉
や
福
祉
施
設
、
病
院

等
と
連
携
し
て
定
住
人
口
を
増
や
し
、
連

携
を
深
め
る
中
で
地
域
を
活
性
化
さ
せ
よ

う
と
、
小
学
校
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

〝
西
内
っ
子
〞
を
育
成
す
る
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

西
内
の
良
さ
を
発
信
す
る
べ
く
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
作
成
し
、
金
管
バ
ン
ド
で
定
評

の
あ
る
西
内
小
学
校
卒
業
生
も
交
え
た
地

域
全
体
の
音
楽
ク
ラ
ブ
活
動
や
、
小
学
校

の
窯
を
使
用
し
た
地
域
の
陶
芸
や
木
彫
作

品
の
展
示
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
小
学

校
制
度
に
つ
い
て
も
勉
強
し
て
い
ま
す
。

　

上
長
瀬
、
町
組
、
下
長
瀬
地
区
が
ひ
と

つ
に
な
り
、
今
年
度
か
ら
長
瀬
地
区
自
治

会
連
合
会
を
設
置
し
ま
し
た
。
そ
の
活
動

の
一
つ
と
し
て
、
自
治
会
内
の
行
事
や
祭

事
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
地
域
の
住
民
が

郷
土
の
歴
史
や
歩
み
な
ど
史
跡
を
散
策
し

な
が
ら
親
睦
を
深
め
健
康
づ
く
り
が
で
き

る
６
㎞
、
９
㎞
、
14
㎞
の
史
跡
散
策
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
開
発
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

長
瀬
・
塩
川
地
区
に
は
、
五
穀
山
延
命

寺
、
義
民
碑
等
貴
重
な
史
跡
が
点
在
し
て

お
り
、
郷
土
の
歴
史
や
歩
み
を
わ
か
り
や

す
く
史
料
と
し
て
ま
と
め
、
史
跡
マ
ッ
プ

を
作
成
し
住
民
が
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

長
瀬
地
区
自
治
会
連
合
会

西
内
・
平
井
自
治
会

辰ノ口バイパス花桃街道・道路景観整備。花桃、ドウダンツツジ、ミニサルスベリ等の
植栽と維持管理。

長瀬・塩川地域の史跡を散策するウオーキングコース整備。地域史跡マップの下調査、史跡散
策遊歩道整備、案内看板の設置。

荻窪ふるさと農道桜の会。ふるさと農道に桜の木を植え育て、開花時に花見会等交流。

地域が育てる西内っ子育成支援活動。小学校と地域の活動発表・展示会。

地域を一望できる里山道路を整備し、地域コミュニティの醸成と健康増進、景観形成を図る。

花桃の苗を植え養成と維持管理。現在まで950本植栽完了。

陣場ワイン用ぶどう畑周辺にドウダンツツジを植栽し、景観整備と維持管理。

地域の景観整備と生活環境の継承。花木の植栽育成、ゴミゼロ運動、遊休農地の活用（そば、
菜の花の栽培）、 高齢者・児童との収穫祭。

霊泉寺温泉未来プロジェクト。長野大学による「地産地消と観光」講演会、アジサイ・谷口桃の植栽。

木曽義仲ゆかり史跡整備。案内看板の設置、のぼり旗作成等。

炭焼き技術を伝承し、山林を守り炭の活用。高齢者宅への炭の配布。

箱山城・桜ロード整備。桜の植樹、憩いの場の整備、維持管理。

里山セラピー公園整備。丸子修学館高校と協力し、ベンチ、案内標識、看板、仮設トイレの設置等。

「お産しんぶん」発行、「パパママフェスタinうえだ」を開催。

案山子づくり講習会、かかし祭り、案山子コンテストを開催。

郷蔵や旧家に残る大量な「飯沼古文書群」を後世に伝えてゆくため、古文書の講習会や講演
会、史跡めぐりのイベント等の実施。

腰越花桃の会

陣場地区土地利用研究委員会有志の会

SLOW-LIFEクラブ素浪人

霊泉寺温泉の活性化を考える会

木曽義仲信州丸子会

荻窪炭焼きを楽しむ会

箱山城・桜ロードの会

鹿教湯商工会

お産を考える会 はぐ HUG

丸子地域を活性化する会

上田飯沼史学会

自
治
会
名

団
体
名

事
業
内
容

事
業
内
容

地域予算とは･･･
　上田市地域振興事業基金等次の①②③を地域予算と呼んでいます。
① 丸子地域持寄分基金は･･･
旧丸子町から引き継いだ基金（積立金）のことで、活用方法とし
て、旧市町村の統廃合により、激変緩和措置が必要と認められる事
業、地域独自のイベント事業、地域資源活用事業、地域課題に対応
する事業などを想定しています。

② 新市造成分基金は･･･
新市で新たに積み立てた基金のことで、その運用果実（利息分）を
活用し、「わがまち魅力アップ応援事業」を実施するものです。各
地域・団体からの応募によるまちづくり事業などに対して支援する
もので、地域協議会で対象事業かどうかの審査を行います。

③ 丸子地域生活関連予算は･･･
丸子地域の土木や土地改良などの生活に関連した小規模な事業で、
一般財源で行う市単独事業です。

目　　的●丸子地域の依田川・内村川流域全体への親水ポイント作りを一
つの手段として、自然との共生の地域ネットワークづくりを目指
す。その象徴として依田川・内村川合流域に公園づくりを行う。

内　　容●①各種団体及び地域住民の皆さんで実行組織を立上げ、河川
　整備、環境整備に関する計画づくりを行います。

　　　　　　（実行委員を右のとおり募集します）
　　　　　②川に関する勉強会等を開催します。
　　　　　③川に関するイベントを開催します。
波及効果●地域ぐるみで子育てができる環境を創出していきます。
　　　　　働く世代の健康と癒し空間を創出していきます。
　　　　　高齢者の生きがいを創出していきます。

　丸子地域協議会では、専門部会を設置し、事業計画づくりを行ってき
ました。現在、実行組織の立上げに向けて準備を進めています。

・事業を実施することにより、子ども
　から大人までふれあえる交流の場
　としてほしい。
・多数の住民が参加する体制づくりが鍵である。
・小中学生に地域の活動を伝えていくことを大切にしてほしい。
・他の地域、自治会同士の連携を考えてみたらどうか。
・興味がある人に対してだけの活動にとどまらず、啓蒙的活動
になってほしいと思う。
・長期間の活動を計画し、他の地域にはない個性的な活動をし
てほしい。

資格●川に関心のある方どなたでも。
内容●依田川リバーフロント市民協働事業

の計画づくりと各種事業の開催。
応募●丸子地域自治センター地域振興課
　　　（電話42-1011）へお申込みください。
締切●平成21年4月30日(木)まで。

他の協議会では
こんな意見が
出ています

●上田城南地域協議会
　・上田市城南公民館建替えに係る建
　　設事業の推進
　・上田「道と川の駅」の利活用
●神科・豊殿地域協議会
　・神科・豊殿地区の交通量増加に対
　　する対応
●塩田地域協議会
　・塩田地域自治センター整備計画に
　　対する意見
●真田地域協議会
　・真田地域における図書館施設の整
　　備に関する意見

委員から
出された意見

川に関心のある皆さん
･･･実行委員を募集･･･

わがまち魅力アップ応援事業　　　　　 プレゼンテーション選考会

長瀬地区自治会連合会・丸子
史料研究会

辰ノ口自治会協議会

荻窪自治会

西内・平井自治会

和子自治会

か    か    し
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丸子地域自治センターだより  第７号平成20年度  丸子地域協議会だより

平成20年度 丸子地域協議会では
次のことが話し合われました。

上田市建築物における
駐車施設の附置等に関
する条例の適用を検討
しています。

この条例は、平成5年に条例制定され、現在上田地域のみを適用とする暫定条例として施行しております。
今後、市全域への適用を検討する為、地域の皆さんのご意見等を建築指導課へお寄せ下さい。
（電話23-5430／メールアドレス sido@city.ueda.nagano.jp）
詳細等は、上田市ホームページ（http://www.city.ueda.nagano.jp/hp/ht/kentiku/index.html）をご覧下さい。

1 2
3 4

話合いの内容

平成20年度丸子地域協議会委員

　

東
内
下
和
子
地
区
に
お
い
て
定
年
を
迎

え
た
60
代
の
元
気
な
中
高
年
が
集
ま
り
平

成
19
年
か
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。
健
康
な

70
〜
80
歳
に
向
か
っ
て
ゆ
っ
く
り
、
ゆ
っ

た
り
心
豊
か
に
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
を
追
求
し

よ
う
と
、
遊
休
荒
廃
地
に
そ
ば
や
菜
の
花

を
栽
培
し
高
齢
者
や
子
供
た
ち
と
収
穫
祭

を
楽
し
ん
だ
り
、
公
共
の
場
や
河
川
の
ゴ

ミ
ゼ
ロ
運
動
を
実
施
し
た
り
、
か
け
が
え

の
な
い
郷
土
の
景
観
を
整
備
し
て
地
域
で

の
花
木
の
植
栽
、
維
持
管
理
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

幼
き
頃
か
ら
自
分
た
ち
を
育
て
て
く
れ

た
里
山
な
ど
、
こ
の
生
活
環
境
を
後
世
へ

継
承
し
て
ゆ
く
地
域
の
活
力
向
上
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

「
わ
が
ま
ち
魅
力
ア
ッ
プ
応
援
事
業
」
が

平
成
20
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
丸
子
地

域
で
は
16
団
体
が
採
択
さ
れ
、
地
域
づ
く

り
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

丸
子
地
域
で
実
施
し
て
い
た
住
民
提
案

型
事
業
補
助
金
の
実
績
も
あ
り
、
丸
子
地

域
の
住
民
は
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
意
識

が
高
く
、
地
域
の
魅
力
を
高
め
る
取
組
み

が
広
く
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

３
月
17
日
に
は
実
績
報
告
会
も
開
催
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
各
団
体
か
ら
の
取
組
み
が

紹
介
さ
れ
、
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
一
部
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

Ｓ
Ｌ
Ｏ
Ｗ‐

Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
ク
ラ
ブ
素
浪
人

　

中
丸
子
上
山
岸
地
区
に
お
い
て
、
箱
畳

池
方
面
へ
通
じ
る
山
道
沿
い
に
桜
を
植
栽

し
よ
う
と
平
成
15
年
頃
か
ら
地
元
有
志
が

集
ま
り
道
路
整
備
や
植
栽
等
を
始
め
、
平

成
20
年
に
会
を
発
足
し
ま
し
た
。

　

こ
の
山
道
は
終
戦
後
の
食
糧
事
情
最

悪
時
代
に
区
民
が
開
墾
畑
や
時
に
は
横
穴

式
の
貯
蔵
庫
を
掘
っ
た
り
し
て
利
用
さ
れ

た
思
い
出
深
い
地
籍
で
す
。
地
域
一
帯
は

〝
箱
山
城
〞
と
し
て
住
民
に
親
し
ま
れ
て

お
り
、
丸
子
地
域
市
街
を
一
望
で
き
る
す

ば
ら
し
い
場
所
で
す
。
多
く
の
松
枯
れ
等

が
あ
り
桜
の
植
栽
の
た
め
に
整
備
す
る
こ

と
は
大
変
苦
労
で
す
が
、
子
ど
も
や
丸
子

修
学
館
高
校
の
生
徒
と
共
に
知
恵
と
力
を

合
わ
せ
て
整
備
し
て
い
ま
す
。

箱
山
城
・
桜
ロ
ー
ド
の
会

　

現
在
子
育
て
中
の
父
親
、
母
親
が
主
体

的
に
情
報
を
発
信
し
、
お
産
や
子
育
て
を

地
域
で
支
え
る
活
動
を
し
た
い
と
、
平
成

20
年
に
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
以
前
か

ら
母
親
仲
間
で
メ
ー
ル
で
の
情
報
交
換
を

し
て
い
ま
し
た
が
、「
お
産
し
ん
ぶ
ん
」
を

発
行
し
、
命
や
食
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
す
る
な
ど
、
地
域
へ
向
け
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地域で活躍する
自治会・団体の皆さん

応援事業の取組み

わ が ま ち
魅 力ア ッ プ　主に市長などの求めに応じて、地域の重要事項につい

て審議して市に意見を述べ、協働による地域のまちづく
りについて調査研究をしています。

平成20年度は主に次のことを話し合い等しました。
●依田川リバーフロント市民協働事業について調査研究。
●わがまち魅力アップ応援事業プレゼンテーション選考。
●丸子地域公有土地建物の活用について諮問・答申。
●地域課題についてグループ討議。
●調査研究事項のテーマ設定。

地域全体の発展策・
　　地域予算の使用法

ファーストビルの活用法
・商工会を中心に検討。

カネボウ跡地旧食堂棟等
の整備活用
・専門委員会により検討。

地域協議会の
　　　役割の強化策

地域協議会は･･･

平成21年度は
次の4つのテーマを調査研究事項として

討議していきます。

第１回▶丸子地域協議会運営要綱の確認、正副会長の選出、第
一期の活動経過等説明。

第２回▶信州上田観光ビジョン・平成20年度予算・協議会課
題説明、グループ別討議（全５回開催）。

第３回・第６回▶上田市公共交通活性化プラン説明。
★平成20年度わがまち魅力アップ応援事業プレゼンテーショ
ン選考。15団体が採択。（２ページに掲載）

第４回～第10回▶依田川リバーフロント市民協働事業の協議。
　　　　　　　　（６ページに掲載）
第５回▶下水道料金改定案説明、依田川リバーフロント市民協

働事業専門部会（全４回開催）。
第６回▶わがまち魅力アップ応援事業追加募集分プレゼンテー

ション選考。１団体が採択。（２ページに掲載）
★丸子地域公有土地建物の活用について諮問。
　（20.10/10）わがまち魅力アップ応援事業の現地見学会。
第７回～第９回▶丸子地域公有土地建物の活用について討議。
第８回▶地域協議会のあり方について協議。
★丸子地域公有土地建物の活用について答申。（４ページに掲載）
第９回▶上田市建築物における駐車施設の附置等に関する条

例※・平成21年度予算・地域協議会だよりの発行につ
いて説明。調査研究事項4テーマの設定。

第10回▶現地視察。調査研究事項：カネボウ跡地・旧食堂棟
の整備活用、ファーストビルの活用について討議。

第11回▶平成21年度「わがまち魅力アップ応援事業」プレゼ
ンテーション選考。

●開催日
第１回(20.  4/  7) 第２回(20.  5/23) 第３回(20.  6/13)
第４回(20.  7/18) 第５回(20.  8/20) 第６回(20.  9/12)
第７回(20.10/24) 第８回(20.11/19) 第９回(21.  1/30)
第10回(21.  2/20) 第11回(21.  3/13)

●協議内容はホームページに掲載しています。
　http://www.city.ueda.nagano.jp/hp/ht/jiti/kyogikai/
　marukokyo.html

［会　長］片桐　久　（海　戸）
［副会長］笹井寿美枝（八日町）
［委　員］浅倉　寛義（腰　越）・生田　淳一（西　内）

木下　良子（下長瀬）・倉沢　史子（中丸子）
甲田　孝　（中丸子）・桜井　誠　（辰ノ口）
笹沢　暁　（海　戸）・滝沢　俊之（茂　沢）
滝沢真由美（尾野山）・武井　純雄（沢　田）
竹花　勝美（石　井）・土屋　猶子（海　戸）
成澤　啓輔（中丸子）・成澤みつ子（町　組）
本間　陽子（中丸子）・宮坂　静雄（町　組）
村松　正孝（下長瀬）・柳原　幸生（下和子）

※

（　）は自治会名

カネボウ跡地現場視察



●3月30日から健康福祉課の福祉係・子育て支援係・高齢者支援係が、
丸子地域自治センター（旧丸子町役場）の1階北側（旧税務課）へ移
転しました。（保健センター・健康推進係は変わりません）

●高齢者支援係の電話番号が42-0092に変更となりました。

「健康福祉課」事務所移転のお知らせ
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3/17 わがまち魅力アップ応援事業（丸子地域）実績報告会3/17 わがまち魅力アップ応援事業（丸子地域）実績報告会

上田市内には9つの

地域協議会があります。

真田地域協議会

丸子地域協議会

塩田地域協議会

上田城南地域協議会
上田中央地域協議会

武石地域協議会

上田西部地域協議会

川西地域協議会 神科・豊殿
地域協議会

地域づくり

丸子地域自治センター  地域振興課
〒386-0492  上田市上丸子 1612　電話 42-1011　有線 24510　FAX43-3666
E-mail▶mtiiki@city.ueda.nagano.jp
URL▶http://www.city.ueda.nagano.jp/hp/mk/mtiiki/index.html

 4月 4日 上田城千本桜まつり（4月19日まで）
 4月19日まで すいせん祭り（信州国際音楽村)
 4月26日 鹿教湯文殊堂春祭り
 5月25日まで こだまの森クラフトミュージアム(信州国際音楽村)
  「木の仕事～こどもと一緒に楽しもう～」

丸子地域行事イベント予定（4月～）地域づくりに関する提案をお寄せください。

 2月  6日・20日・3月6日　人権セミナー（丸子文化会館）
 11日 氷灯ろう夢祈願（鹿教湯温泉）・最終日
 13日 依田窪勤労者部落解放学校講座
 14日 花づくり講習会（丸子修学館高校）
 16日 市民税・県民税の申告受付（～3月16日）
 28日 特別展「昭和の子ども」（丸子郷土博物館）（～3月22日）
 3月22日 まちづくり講演会(信州国際音楽村)

丸子地域・できごと短信（2月～3月）

魅力まるこ
信州国際音楽村のすいせん
南斜面に広がるすいせん畑に、10万本のすいせんが見ごろを迎えて
います。毎年恒例のすいせん祭りが4月19日まで開かれています。
入場無料。開園時間／午前10時から午後4時まで
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子
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